
枯
山
へ
わ
が
大
声
の
行
つ
た
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子

　
湘
子
は
飯
島
晴
子
の
死
後
た
っ
た
五
年
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

湘
子
に
は
枯
山
の
句
が
い
く
つ
か
あ
る
。
代
表
句
の
一
つ
「
枯
山

に
鳥
突
き
あ
た
る
夢
の
後
」
は
壮
年
の
句
。
兄
事
し
て
い
た
波
鄕

の
死
の
後
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
掲
句
は
晴
子
の
死
後
三
年
、
父

の
死
の
年
の
作
で
あ
る
。

　
晴
子
の
死
後
、
湘
子
は
カ
ル
チ
ャー

教
室
の
講
師
を
辞
任
し
、

全
国
を
回
り
指
導
句
会
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
が
、
体
調
を
崩

し
つ
つ
あ
る
日
々
の
中
で
、
「
理
想
的
な
同
人
で
あ
っ
た
」
晴
子

を
喪
失
し
た
痛
み
が
ボ
デ
ィ
ブ
ロー
の
よ
う
に
じ
わ
じ
わ
と
き
い

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
遺
句
集
『
て
ん
て
ん
』
に
は

「
枯
山
は
ゆ
っ
く
り
来
よ
と
坐
り
を
り
」
「
枯
山
の
谺
と
な
れ
ば

寧
か
ら
む
」
な
ど
、
諦
念
に
も
似
た
心
の
動
き
が
見
て
取
れ
る
。

２
０
０
３
年
（h15

作
）  

第
十
一
句
集
『
て
ん
て
ん
』
　
鑑
賞
・
野
本 
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